
■調査概要
調査対象
　・全国の15～18歳の高校生男女　（高専、専門学校は除く）

調査期間
　2019年8月30日（金）～2019年9月6日（金）
調査方法
　外部パネルによるWEBアンケート調査
有効回答数
　2,164名
　※調査結果は、端数四捨五入の都合により合計が100％にならない場合があります。

本資料に掲載のデータ、図版等の無断転載を禁じます。資料のご利用やご質問等に関しては下記までご連絡ください。
株式会社マイナビ　社長室　HRリサーチ部　アルバイトリサーチチーム　E‒mail：myArm@mynavi.jp
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高校生アルバイト調査（2019年）
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高校生アルバイト調査（2019年）

（1）回答者プロフィール
学年・性別（単一回答）
・アルバイト就業者は「高校2年生女子」の比率が最も高く23.6％、次いで「高校3年生女子」が19.9％で続く。
・アルバイト就業者の男女を比較すると、すべての学年で女子のほうが高い。
・非就業のうちアルバイト経験者は「高校3年生女子」が28.6％、アルバイト未経験者では「高校1年生男子」が24.6％でそれぞれ最多。

力を入れて行っていること（複数回答）
・【アルバイト就業者】が力を入れて行っている取り組みをみると、「アルバイト」が41.9％と最も高く、
　「趣味」33.3％や「学校の授業」32.5％を上回る。
・【アルバイト就業者】の学年別では、低学年ほど「アルバイト」に力を入れており、性別では
　男子よりも女子のほうが「アルバイト」に力を入れている比率が高い。
・【アルバイト非就業者】では「学校の授業」が41.2％で最も高く、「部活動・クラブ活動」が34.2％と続く。
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1ヶ月のお小遣い額（単一回答）※ベース：「答えたくない」回答者を除く
・【アルバイト就業者】で、「お小遣いをもらっていない」人は41.5％と、高校生全体の28.4％を上回る。ウェイト平均は9,396円。
・【アルバイト就業者】のうち「お小遣いをもらっていない」人の比率を学年別でみると、
　高校2年生で47.1％と最多だが、ウェイト平均は高校2年生が最も高い。
　また、男子よりも女子のほうが「もらっていない」人の比率がやや高く、ウェイト平均は男子が女子を上回る。
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高校生アルバイト調査（2019年）

（2）高校生のアルバイト就業実態
アルバイト就業状況（複数回答）
・【アルバイト就業者】では「学期中も長期休暇中もアルバイトをしている」が42.5％で最も高く、
　「学期中のみアルバイトをしている」が39.5％、「長期休みのみあるバイトをしている」が25.3％続く。
・【アルバイト非就業者】では約3割がアルバイト経験者である。
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経験したことのあるアルバイト（複数回答）※ベース：アルバイト就業者＋経験者
・【アルバイト就業者】のアルバイト経験は「定期的なアルバイト」が最も高く72.2％、次いで「短期・単発」が
　31.1％、「長期休暇限定のアルバイト」が15.0％。
・【アルバイト非就業者（アルバイト経験あり）】のアルバイト経験は「短期・単発」が最も高く51.0％、次いで「定期的なアル
　バイト」が44.7％で、【アルバイト就業者】よりも「定期的なアルバイト」の比率が低く、「短期・単発のアルバイト」の比率が高い。

学期中の1ヶ月のアルバイトの収入と希望収入※手取り額（単一回答）
※ベース：アルバイト就業者＋アルバイト意向者かつ「答えたくない」回答者を除く
・【アルバイト就業者】の「学期中」のアルバイト収入は「3万円～4万円未満」を中心に分布。ウェイト平均は4万1,262円。
・希望する「学期中」のアルバイト収入は【高校生全体】では「5万円～6万円未満」を中心に分布、ウェイト平均は4万3,828円と、
　現在の収入と大きな乖離はないが、【アルバイト就業者】ではウエイト平均5万3,210円と現在の収入を1万円以上上回る。

Copyright (C) 2021　Mynavi Corporation　　　5P



長期休暇中の1ヶ月のアルバイトの収入と希望収入※手取り額（単一回答）
※ベース：アルバイト就業者＋アルバイト意向者かつ「答えたくない」回答者を除く
・【アルバイト就業者】の「長期休暇中」のアルバイト収入をみると、「1万円～2万円未満」から「6万年～7万円未満」までの
　各カテゴリが1割前後と、ほぼ平均的に分布。ウェイト平均は5万1,203円。
・希望する「長期休暇中」のアルバイト収入は【高校生全体】で「5万円～6万円未満」が最も多く16％、
　ウエイト平均は6万907円で現在の平均を1万円程上回る。

経験したことのあるアルバイト（複数回答）※ベース：アルバイト就業者＋アルバイト経験者
・全体では「飲食・フード(接客・調理)」が41.6％と突出して高く、次いで「販売(コンビニエンスストア・スーパーマーケット)」が
　22.2％、「飲食・フード(販売)」19.0％、「軽作業」11.0％と続く。
・【アルバイト就業者】を性別でみると「飲食・フード(接客・調理)」は女子でやや高め。
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現在のアルバイトの職種（単一回答）※ベース：アルバイト就業者
・全体では「飲食・フード(接客・調理)」が35.8％で最も高く、次いで「販売(コンビニエンスストア・スーパーマーケット)」21.2％、
　「飲食・フード(販売)」10.2％と続き、この3職種で全体の7割弱を占める。
・「飲食・フード(接客・調理)」は高校1年生、および女子でやや高め。

高校生の間にやってみたいアルバイトの職種（複数回答）※ベース：アルバイト就業者＋意向者
・全体では「飲食・フード(接客・調理)」「販売(コンビニエンスストア・スーパーマーケット)」「飲食・フード(販売)」がTOP3。
　そのほか「イベント」「軽作業」「アパレル販売」「ホテル・結婚式場スタッフ」「レジャー・アミューズメント」も上位にあがる。
・「ホテル・結婚式場スタッフ」「アパレル販売」「美容・理容」は【アルバイト就業者】の女子でややスコアが高め。
・「飲食・フード(接客・調理)」「販売(コンビニエンスストア・スーパーマーケット)」「飲食・フード(販売)」は、
　【アルバイト未経験者】で最も意向度が高い。
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現在の勤務曜日/希望の勤務曜日（複数回答）
※ベース：現在＝アルバイト就業者　希望＝アルバイト就業者＋アルバイト意向者
・【現在の勤務曜日（学期中）】は「土曜日」が53.2％で最多、次いで「日曜日」45.0％。平日はいずれも3割弱。
・【希望する勤務曜日（学期中）】は「土曜日」が最も人気、次いで「日曜日」。平日は曜日による差がほとんどない。
・【現在の勤務曜日（長期休暇中）】は各曜日、3割前後と平均的。「決まっていない」が約半数を占める。
・【希望する勤務曜日（長期休暇中）】は各曜日の2割程で、「こだわらない」が6割で最も高い。

勤務時間/希望勤務時間（単一回答）
※ベース：現在＝アルバイト就業者　希望＝アルバイト就業者＋アルバイト意向者
・【現在の勤務時間（学期中）】は「3～4時間程度」が53.4％、「5時間以上」は合計27.2％。ウェイト平均は4.1時間。
・【希望する勤務時間（学期中）】は「3～4時間程度」が41.6％、「5時間以上」は合計17.0％ 。ウェイト平均は全体で
　3.6時間だが、【就業中】は4.2時間、【非就業】は3.2時間と非就業者は、より短時間での勤務を希望する傾向。
・【現在の勤務時間（長期休暇中）】は「5時間程度」を中心に「3時間程度」～「8時間以上」に分布。ウェイト平均は5.4時間。
・【希望する勤務時間（長期休暇中）】は「5時間程度」を中心に「3時間程度」～「8時間以上」が1割前後と
　ほぼ平均的に分布。ウェイト平均は5.2時間。
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現在の勤務期間/希望の勤務期間（単一回答）
※ベース：現在＝アルバイト就業者　希望＝アルバイト就業者＋アルバイト意向者
・【現在の勤務期間（学期中）】は「1年未満」が63.2％、「1年以上～2年未満」が22.2％、「2年以上」が14.7％。
　ウェイト平均は11ヶ月。
・【希望する勤務期間（学期中）】は「こだわらない」が最も高く45.3％、ウェイト平均は全体で10ヶ月だが【就業中】は14ヶ月、
　【非就業】は7ヶ月と就業状況により差がある結果に。
・【現在の勤務期間（長期休暇中）】は「2週間以上～1か月未満」が36.2％、「1か月以上～3か月未満」が29.8％。
　ウェイト平均は0.9ヶ月。
・【希望する勤務期間（長期休暇中）】は「2週間以上～1か月未満」と「1か月以上～3か月未満」がともに25％程。
　ウェイト平均は1.2ヶ月。

現在の通勤時間/希望の通勤時間（単一回答）
※ベース：現在＝アルバイト就業者　希望＝アルバイト就業者＋アルバイト意向者
・【現在の通勤時間】は「15分以内」が47.8％、「15分～30分以内」が32.3％。ウェイト平均は23分。
・【希望する通勤時間】はアルバイト現就業者が希望する通勤時間は、「15分以内」が37.6％、「15分～30分以内」が34.3％で
　30分を超えると希望者は大きく減少。ウェイト平均は19分と、現在よりもやや短い。
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高校生アルバイト調査（2019年）

（3）離職・定着
現在のアルバイト先の満足度（単一回答）※ベース：アルバイト就業者
・高校生アルバイトの3人に2人（65.8％）が、現在のアルバイト先に満足している。
　女子よりも男子のほうが満足度がやや高い。

現在のアルバイト先での継続意向（単一回答）※ベース：アルバイト就業者
・【アルバイト就業者】の77.5％は、「現在のアルバイト先で長く働きたい」と思っている。
　学年が上がるほど、継続意向率がやや低下する。
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現在のアルバイト先について当てはまるもの（複数回答）※ベース：アルバイト就業者
・【継続意向あり】と【継続意向なし】の差が大きいものは、「やりがいを感じる」「人間関係がよい職場である」「仲間と楽しく仕事が
　できる」「シフトの融通がきく」「職場の雰囲気が自分に合っている」で全て【継続意向あり】の方が高いスコア。

アルバイト先の上司について当てはまるもの（複数回答）※ベース：アルバイト就業者
・【継続意向ありとなし】で差が大きい項目でみると、「責任感が強い」が最も高く、次いで「リーダーシップがある」
　「指示が的確である」「いつでも相談できる雰囲気がある／親しみやすい」「視野が狭い」などが高い。
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やりがいを感じるとき（複数回答）※ベース：アルバイト就業者
・【継続意向ありとなし】で差が大きい項目でみると、「感謝の言葉をもらったとき」「自分の成長を感じたとき」「仲間と
　楽しく仕事ができたとき」「仕事の成果を褒められたとき」については【継続意向あり】の方が10pt以上高い。
　一方、「やりがいはない」については【継続意向なし】の方が16.5pt高い。
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高校生アルバイト調査（2019年）

（4）アルバイト就労意識
高校生のうちにアルバイトをしたいか（単一回答）
※ベース：アルバイト非就業者（学校で禁止されている者を含む）
・非就業の高校生のうち【学期中のアルバイト意向】は61.8％、【長期休暇中のアルバイト意向】は69.8％。
・【学期中or長期休暇中のアルバイト意向】は全体で71.6％、とくに【アルバイト経験者】は85.0％と
　【アルバイト未経験者】よりも20Pt近く高いスコア。

アルバイトをしていない理由（複数回答） ※ベース：アルバイト非就業者
・全体では「学校で禁止されている」「時間的な余裕がない」「学校生活との両立が難しい」がTOP3にあがる。
・【アルバイト経験者】は「学校で禁止されている」割合が全体より20pt近く低く、「時間的な余裕がない」が31.4％と最多。
・【アルバイト未経験者】は、「学校で禁止されている」が56.0％と突出して高い点が特徴的。
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アルバイトと学校生活のバランス（単一回答）※ベース：アルバイト就業者
・アルバイト就業者全体では「アルバイト」よりも「学校生活」のほうに力を入れている人の比率が高い。
　特に男子は61.8％が「学校生活に力を入れている」と回答しており、全体より「学校生活」寄りの傾向が強い。

学校生活とプライベートのバランス（単一回答）
・全体では「学校生活」と「プライベート」に力を入れている人の比率は、それぞれ約4割で拮抗。
・【アルバイト就業者】では、「学校生活」よりも「プライベート」のほうに力を入れている人の比率が高い。
・【アルバイト未経験者】では、「プライベート」よりも「学校生活」のほうに力を入れている人の比率が高い。

アルバイトとプライベートのバランス（単一回答）※ベース：アルバイト就業者
・アルバイト就業者全体では、「アルバイト」よりも「プライベート」のほうに力を入れている人の比率が高い。
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アルバイトをする目的（複数回答）※ベース：アルバイト就業者＋アルバイト意向者
・全体では「貯金をするため」「趣味のため」「社会経験を積むため」「自分の生活費のため」の順に高い。
・【アルバイト就業者】では「家族の生活費のため」「授業料を払うため」がそれぞれ1割前後みられる。
・【アルバイト就業者】を性別でみると、女子は男子よりも「貯金をするため」で大きく上回る点が特徴的。

やりがいを感じるとき（複数回答）※ベース：アルバイト就業者
・全体では「感謝の言葉をもらったとき」「自分の成長を感じたとき」「仕事の成果を褒められたとき」の順にTOP3。
　これら上位項目は、男子よりも女子のほうがより高い。
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高校生アルバイト調査（2019年）

（5）アルバイト探し
アルバイトを探す際に参考にするもの（複数回答）※ベース：アルバイト就業者＋アルバイト意向者
・全体では「スマートフォンの求人アプリ」が最も高く「インターネットの求人情報サービス」 「友人からの紹介」と続く。
・「スマートフォンの求人アプリ」は、【アルバイト就業者】の高校1年生と女子でやや高め。
・「友人からの紹介」は【アルバイト就業者】の高校2年生でやや高め。

勤務地選択の際に重視すること（複数回答）※ベース：アルバイト就業者＋アルバイト意向者
・全体では「家から近いこと」が最も高く58.4％、次いで「自転車・バイクで通勤できること」が34.2％、
　「交通費が支給されること」が31.3％と続く。
・男女別では「家から近いこと」「交通費が支給されること」「通学定期券の範囲内であること」「電車・バスなど
　公共交通機関で通勤できること」などは、男子よりも女子のほうが高い。
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アルバイト先を決める際に決定打となった条件（複数回答）※ベース：アルバイト就業者＋アルバイト意向者
・全体では「高校生採用に積極的である」「シフトの融通がきく」「未経験でもできる仕事である」「給与が高い」などが特に高い。

アルバイトを探す際に「絶対になくてはならない条件」（複数回答）
※ベース：アルバイト就業者＋アルバイト意向者
・全体では「高校生採用に積極的である」 「給与が高い」 「シフトの融通がきく」 「未経験でもできる仕事である」の順で高い。
・アルバイト就業状況別で比較すると【アルバイト非就業者】の方が全体的に高いスコアとなっており、アルバイトを探す際に
　重視する条件が多い傾向。
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理想のアルバイト先：高校生の多い職場⇔少ない職場（単一回答）
※ベース：アルバイト就業者＋アルバイト意向者
・全体では「高校生の少ない職場」よりも「高校生の多い職場」のほうが理想的。特に【アルバイト就業者】の男子で高い。
　一方、【アルバイト就業者】の女子は「高校生の多い職場」と「高校生の少ない職場」がほぼ拮抗。

理想のアルバイト先：プライベートの付き合いが多い職場⇔プライベートの付き合いが少ない職場（単一回答）
※ベース：アルバイト就業者＋アルバイト意向者
・全体では「プライベートの付き合いが多い職場」よりも「プライベートの付き合いが少ない職場」のほうが理想的。
・【アルバイト就業者】を学年別でみると、高学年になるほど「プライベートの付き合いが多い職場」が若干増加する。
・【アルバイト非就業者】のアルバイト未経験者では、両者のスコアがほぼ拮抗。
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理想のアルバイト先：忙しい職場⇔暇な職場（単一回答）
※ベース：アルバイト就業者＋アルバイト意向者
・全体では「暇な職場」よりも「忙しい職場」のほうが理想的。
・就業状況別では【アルバイト就業者】は「忙しい職場」の方が理想的だが、【アルバイト非就業者】は「暇な職場」の方が理想的。
　とくに【アルバイト非就業者】のうち【アルバイト経験者】は「暇な職場」を理想的と感じる比率が高い。

理想のアルバイト先：裁量権がある⇔業務範囲が決まっている（単一回答）
※ベース：アルバイト就業者＋アルバイト意向者
・全体では「裁量権がある」よりも「業務範囲が決まっている」のほうが理想的。
・【アルバイト就業者】を学年別で見ると高学年になるほど「業務範囲が決まっている」が増加する。
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アルバイト探しをした際に、将来の就職を意識した項目（複数回答）※ベース：アルバイト就業者
・全体では、「挨拶や接客ができるようになる」「正しい言葉遣いができるようになる」「社会経験を積むことができる」が特に高い。
・アルバイト就業者の約3人に2人（64.1％）は「アルバイトを探した際に将来の就職を意識している」。
・【自分自身のスキル】に関する項目は、他の項目に比べ低めになっている。

新しくアルバイトを始める際に、不安なこと（複数回答）
※ベース：アルバイト就業者＋アルバイト意向者
・全体では「学業と両立できるか」「職場の人間関係」「急な休みに対応してくれるか」がTOP3。
・就業状況別では【アルバイト非就業者】は【アルバイト就業者】よりも何かしらの不安を感じている割合が高く、
　【性別】では男子よりも女子の方が高い。
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アルバイト先を決定する際の親の関与（複数回答）  ※ベース：アルバイト就業者＋経験者
・全体では「アルバイト先を決めるときに親の許可をもらった」「アルバイト許可証を発行するために
　親の許可をもらった」がいずれも3割以上。
・「アルバイト許可証を発行するために親の許可をもらった」は、【アルバイト就業者】の高校1年生および男子でやや高め。
・全体として8割弱がアルバイト先を決定する際に何かしらの親の関与があった。

直近でアルバイト探しをした際の応募社数（単一回答）
※ベース：アルバイト就業者＋経験者かつ「応募したことはない」を除く
・全体では「単願で応募した(1社のみ)」が75.8％を占め、「2社以上」は4分の1未満。
・「併願で応募した（2社）」は【アルバイト就業者】のうち高校1年生でやや高め。
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面接日程が決まっていたにも関わらず面接に行かなかった経験とその理由（複数回答）
※ベース：アルバイト就業者+経験者かつ「応募したことはない」を除く
・全体で「面接を辞退したことがある」高校生は約2割で、面接辞退をした理由は「他で仕事が決まったため」。
・【アルバイト就業者】を性別でみると、男子より女子の方が「面接辞退をしたことがない」割合が高い。

内定辞退経験とその理由（複数回答）
  ※ベース：アルバイト就業者+経験者かつ「応募したことはない」を除く
・全体で「内定を辞退したことがある」高校生は2割弱で内定辞退をした理由は「他で仕事が決まったため」。
・【アルバイト就業者】を性別でみると男子より女子の方が「内定を辞退したことはない」が高い。
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高校生アルバイト調査（2019年）

 ウエイトバック集計について
スクリーニングアンケート回答者の構成比（性年齢）を、市場構成比に近づけるために、
『平成30年 学校基本調査』を基に、以下の通りウェイトバック集計を実施した。
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本調査回答者の構成比を、スクリーニング調査結果から算出した市場構成比に近づけるために、
以下の通りウェイトバック集計を実施した。
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